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解答における注意事項 

１．必ず答えを導き出す過程を詳しく書くこと。 

  答えだけの場合、正解でも零点とする。 

  答えが正しくても、導出過程が間違っていれば、正しいところまでの点数とする。 

２．必ず、単位を書くこと。 

３．必ず、分母は有理化をすること。 

４．角周波数（または角速度）が未知の場合は、ωを用いること。 
 
問題１ 最大値が 150 Vで、周波数が 100 Hzの正弦波交流電圧の式(瞬時値表示)を 2つ示せ。ただし、t=0のときの瞬時値は 75 Vであ

る。(１０点) 
 
問題２ 抵抗R  [Ω]、容量C  [F]、インダクタンス L  [H]を図のようにつないだときの合成インピーダンスを求めよ。（３点 x３ = ９点） 
    ２－１              ２－２              ２－３ 
 
 
 
問題３ 抵抗R  [Ω]、容量性リアクタンス CX  [Ω]、誘導性リアクタンス LX  [Ω]を図のようにつないだときの合成インピーダンスを求

めよ。（３点 x３ = ９点） 
    ３－１              ３－２              ３－３ 
 
 
 
問題４ 容量性リアクタンスが 5 Ωのコンデンサと交流電源（ 43 jV +=&  V）とをつないだときに流れる電流 I&を求めよ。（１２点） 
 
問題５ 抵抗R  [Ω]、容量C  [F]、インダクタンス L  [H]の 3種類の素子をすべて直列に接続した回路に周波数 f  [Hz]の交流電圧（V& ）

を印加した。この回路に流れる電流 I&が最大になる周波数を求めよ。さらに、このとき流れる電流を求めよ。（１５点） 
 
問題６ 抵抗R  [Ω]、容量C  [F]、インダクタンス L  [H]の 3種類の素子をすべて並列に接続した回路に交流電圧（V& ）を印加した。こ

の回路に流れる電流 I&、各素子に流れる電流（ RI& 、 CI& 、 LI& ）を求めよ。さらに、交流電圧からみた、交流電圧と各素子に流れ

る電流との位相差を求めよ。（２０点） 
 

問題７ 下記の回路の各素子（コイル、コンデンサ、抵抗）に流れる電流を求めよ。ただし、 501 jV =&  V、 1002 =V&  V、 30=R  Ω、 40C =X  

Ω、 80L =X  Ωであり、答えは有効数字 2桁で示せ。（２０点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問題８ 関西の家庭での交流電圧を瞬時値表示で表せ。（５点） 

～ ～1V&  2V&  


